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平成２４年７月１８日

独立行政法人日本芸術文化振興会

文化芸術への助成に係る新たな仕組み（試行的導入）
－ 音楽分野・舞踊分野の取組 －

文化庁から交付される補助金により日本芸術文化振興会が実施するトップレベ
ルの舞台芸術創造事業のうち、平成２３年度においては、「音楽分野」及び「舞
踊分野」の２分野で新たな審査・評価等の仕組みを試行的に導入。

１．プログラムディレクター（ＰＤ）及びプログラムオフィサー（ＰＯ）等の配置

○ 音楽分野及び舞踊分野にＰＤ各１名を配置。（平成２３年８月）

○ 音楽分野及び舞踊分野にＰＯ各３名を配置。

・音楽分野にＰＯ３名、舞踊分野にＰＯ２名を配置。（平成２３年９月）
・舞踊分野にＰＯ１名を追加配置。（平成２３年１２月）

○ 助成対象活動の公演調査を効率的に行うため、文化芸術活動調査員を音楽分野
に４名、舞踊分野に３名配置。（平成２３年１２月）

２．募集及び審査に関する企画立案

○ 助成に係る基本的な方向性及び審査基準案の作成（～平成２３年８月）
当該分野における助成事業の実績や課題等について調査・分析し、「助成に係

る基本的な方向性」及び「審査基準案」を作成。
→ その審査基準案等を各専門委員会（８月開催）及び運営委員会（９月開

催）に付議、説明。

○ 助成対象活動に関する調査・分析（～平成２４年１月）
応募のあった助成対象活動に関して、活動内容や助成経費等について調査・分

析。
→ その結果を各専門委員会（平成２４年２月開催）、舞台芸術等部会（３

月開催）及び運営委員会（３月開催）に付議、説明。

○ 助成対象活動の審査結果の分析等（～平成２４年３月）
・ 採択理由や助成により期待される効果について整理し、採択された助成対象

団体との審査結果等に関する意見交換（平成２４年４月～）に活用。
・ 不採択となった助成対象団体に対しその理由を伝達する方策について、検討

を開始。



３．公演調査及び事後評価の実施

○ 公演調査（現地調査）の実施
・ 分野別に公演調査計画を策定し、文化芸術活動調査員も活用しつつ効率的に

公演調査を実施。（可能な限り複数名で調査）
・ 平成２４年度は、今後の事後評価を見据え、審査基準を踏まえた評価基準案

を策定。

※ 公演調査実施件数（平成２３年度）：１２０公演
（ＰＤ・ＰＯ１６３公演、調査員２８公演）

○ 事後評価の実施に向けた検討
事後評価の本格導入に向け、事後評価案を検討し、平成２４年度から試行的に

実施。

４．助成対象団体との意見交換等

○ 助成対象団体との意見交換
あらゆる機会を通じてＰＤ・ＰＯと助成対象団体等との意見交換を実施。

○ その他の環境整備
ＰＤ・ＰＯを振興会のＨＰで紹介するとともに、助成対象団体等からの問い合

わせに対応できるよう環境を整備。
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平成２４年４月１日

プログラムディレクター、プログラムオフィサー

【音楽分野、舞踊分野】

≪プログラムディレクター≫

○平成２３年８月１日～

役職・分野 氏 名 現 職 等

プ ロ グ ラ ム (ﾏｴ ｶｽﾞ ｵ)
ディレクター 前 和 男 日本オーケストラ連盟 監事
（音楽分野）

プ ロ グ ラ ム (ﾅｶ ｶﾞﾜ ﾄｼ ﾋﾛ)
ディレクター 中 川 俊 宏 武蔵野音楽大学 音楽環境運営学科長
（舞踊分野）

≪プログラムオフィサー≫

○平成２３年９月１日～

役職・分野 氏 名 現 職 等

プ ロ グ ラ ム (ｲｼ ﾀﾞ ｱｻ ｺ)
オ フ ィ サ ー 石 田 麻 子 昭和音楽大学 舞台芸術センター
（音楽分野） オペラ研究所 准教授

プ ロ グ ラ ム (ｷｼ ﾀﾞ ｲｸ ﾛｳ)
オ フ ィ サ ー 岸 田 生 郎 昭和音楽大学 教授
（音楽分野）

プ ロ グ ラ ム (ｸﾚ ﾏﾂ ｻﾌﾞ ﾛｳ)
オ フ ィ サ ー 榑 松 三 郎 東京芸術大学 音楽学部 客員教授
（音楽分野）

プ ロ グ ラ ム (ｲｹ ﾀﾞ ﾒｸﾞ ﾐ)
オ フ ィ サ ー 池 田 恵 巳 (社)現代舞踊協会 研究部書記
（舞踊分野） なかの洋舞連盟 事務局長

プ ロ グ ラ ム (ｲﾅ ﾀ ﾅ ｵ ﾐ)
オ フ ィ サ ー 稲 田 奈緒美 昭和音楽大学 舞台芸術センター
（舞踊分野） バレエ研究所 准教授

プ ロ グ ラ ム (ｻｸﾗ ｲ ﾀ ｶ ｺ)
オ フ ィ サ ー 桜 井 多佳子 舞踊評論家
（舞踊分野）

※桜井多佳子プログラムオフィサー（舞踊分野）は、平成２３年１２月１日付け



平成２４年４月１日

プログラムディレクター、プログラムオフィサー

【演劇分野、伝統芸能・大衆芸能分野】

≪プログラムディレクター≫

○平成２４年４月１日～

役職・分野 氏 名 現 職 等

プ ロ グ ラ ム (ｻｶ ｲ ﾏｺﾄ)
ディレクター 酒 井 誠 昭和音楽大学 舞台芸術センター 研究員
（演劇分野） 川崎市アートセンター ディレクター

プ ロ グ ラ ム (ﾎｼ ﾉ ﾋﾛｼ) 神奈川大学 歴史民俗資料学研究科 講師
ディレクター 星 野 紘 独立行政法人国立文化財機構
（伝統芸能・大衆芸能分野） 東京国立文化財研究所 名誉研究員

≪プログラムオフィサー≫

○平成２４年４月１日～

役職・分野 氏 名 現 職 等

プ ロ グ ラ ム (ｵｵ ｼﾏ ﾋﾃﾞ ｵ)
オ フ ィ サ ー 大 島 秀 夫 株式会社銀河劇場 代表取締役
（演劇分野）

プ ロ グ ラ ム (ｼﾊﾞ ﾀ ｴｲ ｺ)
オ フ ィ サ ー 柴 田 英 杞 公益財団法人滋賀県文化振興事業団
（演劇分野） 理事兼芸術監督

プ ロ グ ラ ム (ﾅｶ ﾔﾏ ｶ ｵﾘ) ＮＰＯ法人シアタープランニングネットワ
オ フ ィ サ ー 中 山 夏 織 ーク 常任理事
（演劇分野） プロデューサー・翻訳

プ ロ グ ラ ム (ﾜ ﾀﾞ ﾖｼ ｵ)
オ フ ィ サ ー 和 田 喜 夫 日本演出者協会 理事長
（演劇分野）

プ ロ グ ラ ム (ｵｵ ﾀ ﾋﾛｼ)
オ フ ィ サ ー 太 田 博 評論家
（伝統芸能・大衆芸能分野）

プ ロ グ ラ ム (ｻｲ ﾄｳ ﾋﾛ ﾂｸﾞ) 独立行政法人国立文化財機構
オ フ ィ サ ー 齊 藤 裕 嗣 東京文化財研究所無形文化遺産部
（伝統芸能・大衆芸能分野） 客員研究員
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ＰＤ・ＰＯの配置と助成金の審査体制

芸術文化振興基金運営委員会

諮 問

理 事 長 運営委員会

答 申

付 託 報 告

部 会

基 金 部 （４部会）

〔舞台芸術等部会〕

付 託 報 告

専門委員会

ＰＤ・ＰＯ （１２専門委員会）

〔音楽専門委員会〕
〔舞踊専門委員会〕

相 談 審査結果等のフィードバック

助成対象団体等
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独立行政法人日本芸術文化振興会

平成 23 事業年度評価報告書(抄)

平成 24年 6月

独立行政法人日本芸術文化振興会評価委員会



１ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成する

ためとるべき措置

(1) 文化芸術活動に対する援助

日本芸術文化振興会が行う様々な芸術文化活動に対する助成事業については、年間

型事業支援の制度も導入され、継続的な芸術創造活動を見据えたきめ細かな助成が実

施されていることを評価する。今後は、地方・地域の芸術文化活動に対する助成事業

が一層広範囲に行き渡ることが望ましく、そのための広報活動を現状から更に促進さ

せてほしい。

助成金交付事務の効率化等に関しては、23 年度は、補助金による助成のうち、音楽

分野及び舞踊分野について、専門的な知識や調査研究に基づく助言、情報提供等を行

うプログラムディレクター、プログラムオフィサーの配置により、従来にも増して適

切な審査が行われたこと、及び助成団体との意見交換ができたことを評価する。意見

交換については、公平性を保ちつつ、可能な限り日数を増やしていくことを期待する。

助成制度の重要な点は、助成金額だけではなく、それがいかに有効に使われ、効果

が出たかということである。そのためにも効果検証は最も重要なことであり、検証結

果を助成活動の審査に正確に反映できる体制の整備が不可欠である。

今後は、プログラムディレクター、プログラムオフィサーも活用して、審査基準を

明らかにした事後評価制度と全国的な調査制度の確立を進めてほしい。

審査については、音楽分野及び舞踊分野の審査基準が事前に公表されたことを評価

し、更に他の分野への拡充を期待したい。また、審査期間について、申請受理から決

定までの期間が大幅に短縮され、1 ヶ月以内に審査結果が分かるようになったことは、

助成団体にとって公演等の計画策定に有利な状況であり、評価する。

助成対象活動に対する調査についても、目標を大きく上回る 654 件の会計・公演等

の調査を行ったことを評価する。

募集説明会については、今後も東京と大阪以外の地域に拡大する方向で進められる

ことを期待したい。地域の拡大により応募の裾野を広げることで、質の向上にもつな

がると考えられるため、実施時期・開催地について十分に検討し、充実を図ってほし

い。

また、これまでの芸術文化活動に対する助成事業に加え、「社会貢献寄付信託」の環

境整備や「芸術文化振興基金賛助会員制度」が設置されたことを評価する。今後は、

制度についての周知に努めたい。



これまで行われた被災地における様々な支援活動の中で、芸術活動による支援が多

くの被災者の心を癒し、勇気づけてきたことはよく知られている。東日本大震災の復

興を支援するため、映画上映活動への助成の追加決定、「芸術文化復興支援基金」の迅

速な立ち上げを行ったことは、芸術文化へ世間のまなざしが向けられるきっかけとも

なり、大いに評価する。今後も効果的・継続的な活動を期待したい。



平成 23 年度独立行政法人日本芸術文化振興会評価委員会委員名簿

（任期：平成 23 年 7 月 1 日～平成 24 年 6 月 30 日）

委 員 長 森 西 真 弓

（大阪樟蔭女子大学教授、雑誌『上方芸能』編集代表）

委員長代理 水 落 潔（演劇評論家）

委 員 太 田 耕 人（京都教育大学教授）

委 員 葛 西 聖 司（アナウンサー）

委 員 田 中 英 機（実践女子大学教授）

委 員 中 村 孝 義（大阪音楽大学理事長）


